




























































































































































































































































































































  上玄石上 、白子楊眞操、啄木、是れ胡渭州三曲と爲す。一に云ふ、 ﹁流泉、啄木、楊眞操 三曲と爲し、上玄、石水を加へて五曲と爲す﹂と。
︹訳文︺①

















































































































































































































































































































































































































寄情 同じ。思いをものにことよせること また、ものにふれて感興がわきお るさま。
雅情
 
みやびやかな趣 。また、風雅な心。
長進
 
大いに進むこと。学問が進歩するこ 。
壽多辱
　﹃荘子﹄天地第十二において、尭が言った言葉に﹁壽則辱多﹂がある。
微名
 
わずかばかりの名声。評判。
〔典拠〕
﹃無名抄﹄第六十三﹁隆信と定長一双の事﹂ 。
（折原
　
佑実）
